
＜ 活 動予定 ＞  

◆H17年度総会と記念講演会 
H17 年度総会と記念講演会を下記の通り開催致します。同
封の葉書に出欠（欠席される方は委任状）をお書きいただ

き、５月10日までにお送りください。 
日 時：５月15日（日） 

1:30p.m.～2:30p.m. 総会 

2:45p.m.～4:00p.m. 記念講演会 

「ドイツと私－ドイツとの交流の中で」 

徳島大学総合科学部 桂教授 

4:15p.m.～5:00p.m. 交流会（ドリンクとスナックあり） 

場 所：吉野川市文化研修センター１F（鴨島駅北側） 

＊スイス人ゲスト（ルターさん）も特別参加します。 

◆ドイツの高校生のホームステイと交流事業 
第 6 回理事会でドイツの高校生のホームステイと交流事業
の実行委員会が発足し、徳島大学と連携を図りながら具体

的に事業を進めています。ホストファミリーをご希望され

る方は、実行委員長の野口さんまでご連絡ください。詳細

をお知らせします。 
期 間：7月11日～7月23日 

７月12日に歓迎会、23日に送別会を予定しています。 
訪問者：ドイツのギムナジウム（高校）の生徒10名 

（日本語学習者で英語を話します） 
実行委員長：野口理事（TEL0883－24－3772） 

◆第7回理事会 
総会の打ち合わせ及びH17年度事業計画と予算を立てます
ので、是非ご参加ください。今回は土曜日ではなく平日に

開催しますのでご注意ください。 
日 時：4月27日（水）6:30p.m.～7:30p.m. 
場 所：吉野川市鴨島公民館2Ｆ 
内 容：H17年度事業計画、予算など 

◆英会話サークルP.P.C. 
講 師：アン・中村先生 
日 時：4月24日、５月15、29（日）7:00p.m.～9:00p.m. 
場 所：コーポ治作２Ｆ、参加費：500円 

◆KIAパソコン教室 
５月8，22日（日）の午後2時から開催します。 
瀬尾哲英（TEL：0883-24-2762）まで。 

＜活動報告＞ 

◆第6回理事会 
日 時：4月9日（土）6:30p.m.～8:20p.m. 
場 所：吉野川市鴨島公民館2Ｆ 
内 容：H17年度総会について、H16年度事業報告、 

委託事業報告、H17年度事業計画、収支予算 
ドイツの高校生のホームステイについて 

参加者：12名 

◆ドイツの高校生のホームステイの説明会 
徳島大学総合科学部の桂先生と留学生センターの大石先生か

らYIAに依頼があり、ドイツの高校生のホームステイについ
ての説明会がありました。 
日 時：３月30日（水）1:30p.m.～3:00p.m. 
場 所：徳島大学総合科学部 
参加者：４名（瀬尾、野口、小林、吉野） 

◆「徳島県協力隊を育てる会」総会と壮行会に参加 
鴨島町出身の原田隊員がコスタリカの帰国報告をしまし

た。H16年度3次隊員として美郷出身の大蔭礼子隊員（果
樹指導）がタイヘ2年間派遣されました。 
日 時：４月2日（土）10:00a.m.～2:00p.m. 
場 所：阿波観光ホテル 
参加者：瀬尾（YIAは育てる会の理事になっています） 
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＜情報箱＞ 

どコンサート 
４月24日（日）1:00p.m.～ 
鴨島駅前通り マミー広場 

p.m.からフリーマーケット「国際交流ひろば」を 
す。担当：小林副会長（TEL24-3500） 

室の作品展開催 
５月10日（火）～31日（火） 
阿波銀行鴨島支店ロビー 
吉野塾（吉野理事） 

人吉野川市にホームステイ 
留学生センターの三隅教授の依頼でスイスのル

が、吉野川市に３週間滞在し、YIA 会員がホー
とホームヴィジットなどのお世話をします。 
５月11日から３週間程度 
：YIA総会のほか市内の各種イベント 
：吉野理事（TEL0883－22－2088）ほか 

まるあそび 
５月21日（土）、22日（日） 
吉野川市川島町善入寺島 
：吉野川シンポジウム実行委員会 
み：当日受付可（犬伏までTEL090－6280－6270） 
：大人1000円、学生500円 



 
 
 

 

 

今まで５年間に渡り、須藤理事が外国人のエッセイ

を担当し、素晴らしい翻訳で私たちを感動させてく

れましたが、ご本人のご希望により H16 年度を持ち

まして終了しました。H17 年度からは、模様替えして、

会員の活動情報等を掲載致します。みなさんからの

各種情報をお待ちしています。 

（小林広報部長 TEL0883－24－3500） 

 

★吉野川市地域審議会に YIA 会員５名が委員に選ば
れました。（鴨島地区：小林、瀬尾、手塚、野口、
美郷地区：青木） 

鴨島地区では４月７日に審議会が開かれ、活発な
意見が交換されました。YIA 関係では、手塚さんが
日本語教室の会場の無料使用を意見として提案し
ました。 

★愛媛県（財）内子町国際交流協会を訪問 

 ４月 29、30 日に野口、吉野、小林訪問 

 当協会は、長年ドイツのローテンブルク市との姉
妹都市交流があり、６月に訪問団を派遣し、現地で
文化交流（内子フェアー）を開催します。これに際
し、当会の会員で吉野理事の知人である山村さん 
から申し出があり、吉野理事が訪問団員として現地
で書道のワークショップをすることになりました。
これを機会に当会と YIA との交流を希望する声が上
がり、この度の交流訪問となりました。当会の海外
交流事業等について会員の方々からお話をお聞きす
る予定です。この交流を７月のドイツの高校生のホ
ームステイ受け入れに生かしたいと思います。 

★「NPO 法人 太陽と緑の会」復活大作戦・はじまり
の会（徳島新聞でも紹介） 

２月２７日未明に火事で焼失した「太陽と緑の会」
（店舗兼作業所）。時間と労力をかけ、一歩一歩積
み上げてきたものを一夜にして失いました。復興に
向け、青空の下作業がささやかに始まり、支援の輪
が広がっています。しかし、まだまだ圧倒的に不十
分です。多くの方々のご協力と資金がなければ前の
ような活動にもどることができません。このたび会
のメンバー・スタッフ・ボランティア・一般利用者
市民のみんなが交流、激励し合い、今後の応援を話
し合う機会を持ちました。奇跡の復活に向けて一年
をかけ一千万円の募金を計画しました。皆様のご支
援をよろしくお願いします。YIA 総会でもお知らせし
ます。（報告：小林由美 NPO 法人 太陽と緑の会 

                      正会員） 

★吉野川国際交流協会の専門部の活動について 
 ４月に開催されました第 6 回理事会で、現在ある
３つの専門部（支援部、交流部、広報部）の具体的
な活動がよくわからない、充分機能を果たしていな
いなどの意見がありましたので、総会で各専門部長
（副会長担当）が詳しく活動を説明をして、会員の
皆様に積極的に専門部にご参加していただくように
したいと思います。３月に発行した機関紙などを参
考にして、総会案内葉書に所属を希望する専門部を
お書きください。具体的には各専門部長にお聞きく
ださい。また、３つの専門部以外に新たに作りたい
専門部やサークルがありましたら、総会案内葉書に
ご記入ください。総会で協議したいと思います。 
＜現在の専門部、サークルなど＞  
支援部：手塚副会長（24－1284） 
交流部：片岡副会長（24－9120） 
広報部：小林副会長（24－3500） 
日本語教室（鴨島、川島）、パソコン教室、 
英会話（ALT）、英会話 PPC（アンさん）、 
国際交流ひろば（まちコンフリーマーケット）など 

 
★H16 年度県委託事業完了 
H16 年度は県文化国際課から３つの委託事業があり、

３月にすべて完了しましたのでご報告します。 

・日本語指導ボランティア養成講座（312,900 円） 

・地域共生サポーター研修会（150,000 円） 

・日本語教室 鴨島・川島（262,500 円） 

      

★７月にホームステイするドイツのエンゲルベル

ト・ケンペル・ギムナジウム徳島滞在計画（案） 

７月 10 日 フランクフルト発 

７月 11 日 関空着 17：20 ホストファミリー対面 

７月 12 日 市長表敬訪問、YIA 歓迎会 

７月 13 日 淡路島柳学園訪問 

７月 14～15 日 徳島市立高校訪問 

７月18～21日 午前中 日本語学習 午後 研修 

７月 23 日 YIA 送別会 

７月 24日 徳島発京都へ 関空発 
訪問団：高校生  女子４名、男子６名、 

引率教師 男女各１名 
 
 
 
 

編 集 後 記  

 皆様のご意見・ご感想，そして，いろいろな情報

もお待ちしています。 

［連絡先］事務局：TEL：42-4117，FAX：42-4499

広報部：TEL：24-2762，FAX：24-2769

吉野川市国際交流協会 広報部 小林由美 

 


